
大きく変化した情報通信の使
い方を踏まえ地域社会の期待
にこたえたい

副社長にご就任されて 1 年余りが過ぎま
したが，未曾有の事態にどのようなお気
持ちを抱かれましたか．

　新型コロナウイルスのパンデミッ
クという大変な時期をともにし，支
えていただいた社員やパートナーの
皆様に，まずはお礼を述べさせてく
ださい．ありがとうございます．
　さて，この未曾有の事態を技術的
な側面から振り返ると，新型コロナ

ウイルスが確認されて約 １ カ月で原
因となるウイルスを特定し，ゲノム
配 列 が 解 析 さ れ ま し た． そ の 後，
PCR等の検査方法が確立され， １ 年
も経たないうちにワクチンの製造が
始まるなど，医療技術はすさまじい
成果を上げました．飛沫が他者に与
える影響はスーパーコンピュータに
よってシミュレーションされる等，
極めて高い技術力も示されています．

「ペスト」や「レッドゾーン」等の書
籍の知識ではありますが，過去のパ
ンデミック時には，医療の第一線が
戦い方も分からず，その終息を待つ

しかなかったという状況にかんがみ
ると，今日の医療技術の進歩を実感
します．そして，新型コロナの変異
ウイルスが確認される等，混乱の中
にいらっしゃる医療従事者の方々の
奮闘には頭の下がる思いです．
　こうした環境の中，この １ 年はテ
レワークが普及する等，情報通信の
使い方が大きく変化しました．これ
をサポートするよう，私たちは筑波
大学と独立行政法人情報処理推進機
構等に所属する研究者に，当社に入
社していただき，テレワークの支援
ツールとして，VPNを活用した「シ
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ン ・ テレワークシステム」を開発 ・
提供し，ご好評をいただいています． 
そして，Society 5.0時代に，子ども
たちの創造性を育む教育やICT 環境
の実現に取り組む文部科学省のGIGA
スクール構想においては，多くの自
治体にパートナーとしてお選びいた
だきました．新型コロナウイルスの
パンデミックという大変な時期に，
こうして社会の役に立てたこと，非
常にうれしく思います．

第一線の社員の皆様の感染対策は大変
ではありませんでしたか．

　2020年 3 月ごろまでは具体的なお
客さまへの影響が分からないまま，
現場では修理やテレワークのための
工事をさせていただいていました．
先ほども申し上げたとおり，その後，
新型コロナウイルスの実態が徐々に
明らかになり，お客さまをはじめ関
係者や私たちの安全性を確保した対
応もできるようになりました．
　また，世界的にコールセンタでの
クラスター発生が報告されました．
私たちも電話サービスの故障に対応
する113番，各種商品 ・ サービスに関
する総合受付窓口の116番に対応する
コールセンタは多くの方に支えられ
ていますが，これまでの知見を活か
してセンタ勤務者の感染を最小限に
とどめ，現時点ではクラスター発生
を抑えることができています．
　ところで，台湾ではデジタル技術

によってパンデミックの封じ込めに
成功したと報じられています．日本
でも医療現場等と連携して私たちの
技術をさらに活用すれば，将来，感
染防止に貢献できることがあるので
はないかと考えます．例えば，実世
界とサイバー空間とを結びつけるデ
ジタルツイン技術の活用です．この
技術を使って感染ルートのシミュ
レーションやクラスターの発生源を
特定する等の計算をして実世界に
フィードバックすれば感染拡大を防
ぐこともできると考えます．このよう
に私たちの強みである技術には大き
な可能性があり，これによって社会
貢献をしていきたいと考えています．

新領域でも地域にしっかりと根
付いていきたい

コロナ禍にあってもNTT東日本はチャレ
ンジを続けていらっしゃいますね．

　私たちは新領域で地域にしっかり
と根付いていきたいと， 3 年ほど前
から支店長やエリア事業部長をアン
テナ役としてお客さまのお困りごと
やご要望をお聞きする取り組みを始
めました．いただいた多くのご意見
のうち一次産業に関する問題が大半
を占めていました． 
　そのため，地域の一大産業である
農業において，先進技術を活用し，
農業分野における新たな可能性や価

値を見出し，地域経済の活性化や街
づくりの実現をめざして，2019年 7
月にNTTアグリテクノロジー，畜産 ・
酪農分野における持続可能な地域循
環型エコシステムの構築をめざして，
2020年 7 月にビオストック，さらに
2021年 2 月には農業用を手始めに産
業 用 ド ロ ー ン を 開 発 す るNTT 
e-Drone Technologyの事業を開始
するなど，私たちの強みであるICTを
駆使して地域の企業や自治体等が抱
える課題解決に貢献できるよう努め
ています．

DX（デジタルトランスフォーメーション）
という言葉も定着しつつあり，ICTによる
社会課題解決には期待が高まりますね．

　これらのほかにも，私たちのICTを
活用してお客さまの課題解決に貢献
する会社をいくつか立ち上げてい
ます．
　コロナ禍のテレワークを含め，クラ
ウド技術を活用した働き方は，一過性
のものではなく今後のスタンダードに
なると想定されます．パブリッククラ
ウド導入による業務改善やDX推進等
のニーズが顕在化している一方，お客
さまは「クラウドについてよく分から
ないので導入に躊躇している」等，ク
ラウドサービス導入へ障壁を感じて
います．この課題解決のため私たちの
ネットワーク力とクラウド活用力でお
客さまのサステナブルな成長をサ
ポートするネクストモードを2020年 7
月に立ち上げました．
　そして，2022年には国内市場が約
100億円に達するといわれているeス
ポーツを通じて，「新たなつながりや
体験」の創出 ・ 新しい文化や社会の創
造 ・ 地域活性への貢献を目的に2020
年 1 月にはNTTe-Sportsを，さらに，
デジタル化を通じて地域の価値ある
文化や芸術を発信し，地域と地域 ・ 地
域と世界をつなぐことで地域活性
化 ・ 経済循環への貢献をめざして，
2020年12月にはNTT ArtTechnology
を設立しました． 
　ほかにも私たちの強みが活かせる
分野があると考えています．特に大学
との連携においては，これまでは工学
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部との連携が比較的多かったのです
が，大学のさまざまな分野の研究者と
の連携も進めており，今後これをさら
に強化していきたいと考えています．
大学は地域に根差していますし，そこ
の先生方は専門家であるばかりでは
なくその地域の課題解決のハブとし
てご活躍されている方も多数いらっ
しゃいます．なかには，ICTを必要と
される分野もあるでしょうから，お互
いの強みを掛け合わせて課題解決に
臨みたいと思います．

引き継がれてきた技術と情熱

副社長はNTTに入社されて34年ですね．
どのような道のりを歩まれてきましたか．

　実は，NTT技術ジャーナルには非
常に思い入れがあります．入社 1 年
後に技術開発部に配属され，そこで

「（NTT技術ジャーナルの前身である）
「通研月報」と「施設」のバックナン
バーをそろえて，さまざまな通信技
術についての詳細やそこに込められ
た担当者の考え方をまとめて年表を
つくるように」と命じられました．
当時，NTT日比谷ビルの図書館で埃
をかぶっていたこれらの雑誌を掘り
起こし，年表を作成しました．今回

インタビューを受けるにあたり，真っ
先に思い出したのが当時の記事を集
めたファイルです． 
　また，その後ケーブル回りの構造
物や光関連システムの開発をしてい
たときのことですが，そのころは研
究所で基本的な研究をして技術開発
部で事業導入するための仕様書を書
き，メーカや導入する現場の責任者
らと日々議論して形あるものにして
いました．あるとき，打ち合わせの
前に書庫にある膨大な資料を読むよ
うにと先輩に言われたのです．それ
は過去何年にもわたってコストや技
術について議論された内容が書き記
された資料でした．これを読んでか
ら会議に出席すると議論の経緯や背
景を理解できるので，議論されてい
ることの肝が分かるのです．そして，
お客さまに品質の高いサービスを提
供するという使命の下，先輩たちが
徹底的に追究した証を書き残した資
料を読むたびに自分の甘さを思い知
らされたものです．この習慣は先輩
から後輩へ技術の伝承や開発にまつ
わる背景，情熱を引き継ぐ仕組みが
確立されていたとも言い換えられ
ます．
　ただ，今はスピードが求められる
時代であり，当時とは違ってNTT主
導型の技術が少なくなり，必ずしも
私たちが技術の中心にいるわけでは
ありません．世界中の技術やサービ
スをいかに早くお客さまの使いやす
い 形 に 整 え る か を 求 め ら れ る 中，
IOWN（Innovative Optical and 
Wireless Network）構想はNTTが
中心となって仲間づくりをしている
こともあり，これを軸に新たな時代
における，NTTの研究開発の文化，
情熱が伝承されていくものと考えて
います．

技術と情熱を引き継ぐ中で大切にされて
きたことはどんなことでしょうか．

　こうして技術屋として歩んできた
道のりを振り返ると，この10年は現
場の力をもっと磨き，光り輝かせて
いこうとしていたのだと思います．
13年前，支店長として岩手に赴任し

ました．当時は，なかなか現場に光
が当たらず，新しい社員も配属され
ず，社員は日々必死で目の前の仕事
をしているという状況でした．この
状況を打破しようと本社へ戻っても
現場を支える，育成する仕組みを考
えていました．
　東日本大震災から10年の月日が経
ちますが，思い起こすと岩手支店の
社員は災害発生時も「このエリアの
通信は自分たちが守る」という気概
を持って働いていました．災害現場
は人の手で対応しなければならない
ことが非常に多いので，こうした気
概を持つことはとても重要なのです
が，実は，災害時だけでなく平時に
おいてもプライドと極めて高い生産
性を持ってお客さまに接しているこ
とを，現場の底力として注目される
ようにしたいと思っていました．　
　そこで，生産性に着目して現場の
仕事のやり方や，風土を変え，DXに
よって仕事を高度化することに注力
してきました．こうした活動を通し
て，現場の第一線で活躍している人
が輝けるよう，第一線にも変化を求
められていることを理解してもらう
よう努めてきました．現在は，デジ
タル革新本部のトップという立場で
すが，こういった努力は現場，本社
関係なく必要なものだと思っていま
す．そして，私たちが持つ多種多様
な技術 ・ ノウハウと日本中のさまざ
まなお客さまのご要望を結び付け解
決していく力を，DXによってさらに
強化していきたいと考えています．

熱い現場を渡り歩いて来られたので
すね．忘れられないお仕事はありま
すか．

　今でも胸が痛むのは東日本大震災
のときのことです．震災当日，私は
出張でNTT東日本本社のある初台に
おり，地震発生直後，現場へ戻りた
くても戻る手段がありませんでした．
あれこれと手配する中で，秋田空港
から現場へ戻れるとなった日の早朝
に一本の電話が入りました．「NTTの
作業服を着ていると被災した方々か
ら“私が無事であることを家族に伝
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　今から34年前，学生時代に都市計
画を専攻していた田辺副社長は，公共
性の高い仕事に就きたい，これからは
情報通信が生活基盤に大きな影響を
与えるだろうと見込んで，NTTの門をた
たいたとおっしゃっていました．先輩の
残した資料や被災地で懸命に働く方々
を前にして自分 1人では無力であると
感じてきたとおっしゃる田辺副社長．ご
持参くださった古いファイルやたくさん
の資料から，志の高さや謙虚なお人柄
がひしひしと伝わってきます．「仕事とは
多くの方に喜んでいただけることをする
ことではないでしょうか」というお言葉
には「公共性の高い仕事に就きたい」

という初心がいまだご健在であることが
うかがえます．
　最近はオープンカーに乗って，風を
受けながら朝焼けや夕焼けを楽しみ，コ
ロナが終息したのちには，岩手支店勤
務のときに魅せられて以来の趣味であ
る，ジャズ喫茶巡りの再開を心待ちにし
ているそうです．全国150店は巡られ「昭
和だなぁ」と目を細める田辺副社長．
　震災のご経験に涙されるお姿や社
員に向ける笑顔，そしてご趣味を照れ
ながら話されるご様子にあたたかさを感
じ，「ICTる？」と聞かれるまでもなく，
仕事に大切な愛情と人情を教えていた
だいたひと時でした．

えてほしい”とメモを渡されるがそ
の橋渡しをしても良いか」という現
場からの相談でした．私が「まずは
施設の復旧だ」と返答したところ，「現
場がどうなっているか分かっている
のか．いつも地域のために働けと言っ
ているじゃないか！」と電話をガチャ
リと切られました．現場へ戻った私
は，メモの橋渡しをした社員はもち
ろん，他の社員も総出で，復旧やお
客さまのサポートに向けて現場で懸
命に働いている姿を見て，彼らをも

のすごく誇らしく思ったことを今で
も覚えています．また，2011年 3 月
末に，定年退職される方々は「こん
なときに仕事を辞めて申し訳ない．
最後まで働かせてほしい」と涙を流
していました．
　私は今でも，必死になって地域の
ため，そして社会インフラとして，
通信をつなぐ使命のために，復旧に
取り組んでくれた社員に，「頑張って
くれてありがとう」と声をかけるこ
としかできなかった自分の力の至ら

なさに心が痛みます．
　こうした経験から，現場に光を当て
ること，現場の社員に輝いてもらうこ
とに軸足を置いてきましたが，今のま
まが良いという思いが強くなるとお
客さまからのご期待に沿えなくなっ
てしまいます．例えば，固定電話から
携帯電話に通信手段が変化したよう
に，お客さまの期待も時代とともに
変化しています．これらを支えてきた
職人気質の思いを新しい方向へ広げ
ていくことも大切だと考えています．
新しい分野と通信の掛け算をして現
場を輝かせていきたいのです．

最後に研究開発に取り組む方々へ一言
お願いいたします．

　NTTの研究所はIOWN構想によっ
て軸ができてきたと思います．そこ
にはゴールへ向かっていく研究開発
者の熱意や勢いを感じています．研
究開発には 1 つも無駄なものはない
と，自信と誇りを持って，NTTグルー
プ，そして社会を牽引していただき
たいと考えています．

（インタビュー：外川智恵/撮影：大
野真也）

※�インタビューは距離を取りながら，アクリル

板越しに行いました．
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